
3

はじめに

子どもに美しい歯並びを望むのは親の自然な愛情です。

お子さんの歯並びが「ちょっとおかしいかも？」と感じたとき、

おうちの方がもっとも悩むのは、「いつ、どうやって治療すれば

いいのか」ということではないでしょうか。本書では、その疑問

に答えることはもちろん、歯医者にかからなくてもおうちで歯並

びを治せるおうち矯正のコツについてお伝えしていきます。

子どもは日々成長します。正しく成長すれば歯は自然にきれい

に並ぶのです。すべての病気に原因があるように、悪い歯並びに

も原因があります。歯科医は治すことが仕事ですが、そもそも悪

くなる原因を作らなければ、治療は必要ありません。子どもと家

計にかかる負担を考えれば、その方がずっといいはずです。

お子さんの歯をよく見て、「何かおかしい」と感じたら、すぐ

に本書を開いてください。｢何かおかしい｣ と早めに感じること

がおうち矯正の最初の一歩です。「何かおかしい」くらいであれば、

おうち矯正で治ってしまうこともある一方で、そのまま放置すれ

ば矯正歯科でなければ治せない状態になってしまうことも多いの

です。

本書を読んでいただけば、「何かおかしい」と気づくようにな

るだけでなく、「何がおかしいのか」「いま何ができるか」「歯医

者に行くべきかどうか」がわかるようになります。歯並びが乱れ

る原因に早く気づいて解消すれば、歯科矯正に大金を使うことな

く、美しい歯並びと健康的な顔立ちになれるのです。
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歯並びが影響を与えるのは容姿だけではありません。「齟
そ

齬
ご

」

という言葉があります。物事がうまく噛み合わず、食い違ってう

まく進まないという意味です。歯並びが悪く、うまく嚙み合わな

ければ、からだの他の器官にも影響がでます。歯並びが悪いとい

うことはまさに齟齬の状態なのです。

古代中国の春秋時代、斎の管公は「一日を楽しみたければ花を

活けよ。一年を楽しみたければ花を植えよ。十年を楽しみたけれ

ば木を植えよ。百年を楽しみたければ人を育てよ」と教えていま

す。この言葉は子育てにも通じます。子どもの歯並びはたった一

日でも変化します。一年放置すれば手遅れになるかもしれません。

十年放置すれば取り返しがつかなくなります。人生百年時代、成

人後の歯並びは人生に大きな影響をあたえます。

赤ちゃんが生まれたら、ぜひ本書を「家庭の歯科医学」として

常備してください。できるだけ早い時期に歯の病気と歯並びの異

常に気づいていただき、お子さんの健康と顔立ちを守るために最

適な解決方法が見つかることを願っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木   設矢
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 むし歯は減ったのに、歯並びはなぜ放置？
悪い歯並びの種類や症状はさまざまです。それは歯並びが悪くな

る原因がそれだけいろいろあるからです。おうちの方がその原因を

見つけ出して早めに取り除いてあげれば悪い歯並びは防げます。

それが可能だと言い切るのには理由があります。

3歳児のむし歯数は 1989 年（平成元年）には平均 2.9 本ありまし

たが、27年後の 2016 年（平成 28年）には 0.5 本まで減りました。

それはなぜでしょうか？　お母さんやお父さんがむし歯になる原

因に気づき、原因を取り除く努力をしたからです。子どもが歯を磨

いた後に二度磨きをしてあげたり、フッ素入りの歯磨き粉を使った

り、おやつにはキシリトールが入ったガムを選んだりといった予防

のポイントを知って、むし歯にさせないように努めた結果なのです。

むし歯は減りましたが、残念ながら悪い歯並びは減っていません。

気になる歯並びも
おうち矯正で治しましょう

３歳児：平成 25 年度まで：母子保健課・歯科保健課調べ、平成 26 年度以降：地域保健・健康増進事業報
告、 12 歳児：学校保健統計調査（文部科学省）
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第 1 章  一見きれいに並んだ乳歯は危険信号

むし歯は細菌感染から発症しますが、歯並びは歯の形態異常で

す。原因が異なりますから、とうぜん予防方法も異なります。むし

歯予防の方法が広く知られるようになったことでむし歯が減ったよ

うに、悪い歯並びを防ぐ方法がもっと知られるようになれば、歯並

びの悩みも減るはずなのです。

 3 歳から 6 歳までの観察が歯並びを決めます
残念なことに、不正咬合（悪い歯並び）について厚生労働省は

2022 年、｢3 歳児の不正咬合等の割合は悪化している｣ と報告して

います。子どもの歯並びについても、むし歯と同じように、おうち

の方が発症原因を発見し、取り除くことができれば、歯並びは必ず

良くなります。

悪い歯並びになるチェックポイントを知っていれば、予防し、改

善することができます。それがおうち矯正です。

むし歯は原因が広く知られて予防が普及した結果、

ずいぶん減りました。

悪い歯並びを防ぐことも同じです。原因を知って予

防しましょう。
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将来の歯並びを決めるポイントになる時期は、乳歯の一番奥の乳

臼歯が生えそろう３歳から、下あごの前歯が抜けかわる６歳頃まで

です。この時期の観察がとても大切です。

幸いなことにこの時期はむし歯の予防に関心が高く、多くの親御

さんが子どもの口の中を気にして注意を払います。むし歯予防と同

時におうち矯正を始めるのには絶好の時期なのです。

 おうち矯正を始めましょう
多くの方は、悪い歯並びは自然には治らないもの、歯科医に治し

てもらうものと思い込んでいます。けれど、歯並びもむし歯と同じ

で予防が大切です。悪くなった原因を突きとめて解消すれば必ず良

くなるのです。

そのためにはまず、歯並びを悪くする原因を理解して、悪い習慣

があればやめさせ、良い習慣を身につけさせましょう。これが、お

うちでできる矯正の第一歩です。

悪い歯並びになりそうだなと思ったら、おうちの方が

すぐに原因を見つけてください。早く見つければ、改

善する時間もそのぶん長く使えるのです。

前歯を使ってリス

のように咬みま

しょう。
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 早期治療のチャンスを逃さないで！
早期に発見して治療することの重要性は、すべての病気に共通し

ます。むし歯や歯並びも同じです。

乳歯が生えそろい、永久歯に生えかわり始める時期が、子どもの

歯並びの異常に気づくチャンスです。よくある例として、前歯の永

久歯が曲がって生えてきて隣の歯と重なり合ってしまったとしま

しょう。おうちの方ができるだけ早いうちに処置をしてほしいと望

んで矯正歯科を受診するのは当然のことです。

ところがこの場合、「今はもう少し様子を見ましょう」とか ｢矯

正治療をするにはまだ早すぎます｣ などと言われて帰されてしまう

ことが多いのです。その理由は、多くの矯正歯科が抜歯矯正を前提

にしているからです。

「もう少し様子を見ましょう」の真意は「抜くための歯が生えて

くるまで当院では矯正治療はできません」という意味なのです。で

も、「様子を見ましょう」と言われてしまえば、「矯正のことは素人

にはわからない」という刷り込みがされてしまいます。その結果、

せっかく早期発見できたのに早期治療につながらないのです。

もし歯科医の説明が足りないと思ったら、勇気を出して「なぜ様

子を見る必要があるのですか？」と尋ねてみてください。そして、

その説明に納得できない場合は代わりの方法を探しましょう。

「初期だから放っておけばよい」などという病気はどこにもない

のですから。

 

子どもの歯並びが
悪いと感じたら
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 矯正治療は高くつく？
八重歯がチャームポイントなどと言われたのは昔の話で、現在は

きれいな歯並びの価値はグローバルスタンダードです。

2022 年 1 月の日本歯科新聞に「0～ 3歳までの子どもの口腔事

情で気になること｣ の調査結果が掲載されました。それによると気

になることのトップは歯並びで 66%、次いでむし歯が 64% です。

親御さんもむし歯より歯並びを気にしていることがわかります。

最近では小学生でも見た目を気にして、歯並びを治したいと思っ

ている子どもも多いのです。しかし矯正治療はお金のかかるぜいた

くなものであることは子どもでも知っていて、自分からは言えない

こともあるようです。

実際、ほとんどの矯正治療は健康保険の対象外で、しかも治療が

長期にわたりますから、むし歯を治すのとはわけが違います。

しかし、実は子どもの歯並びの異変に早期に気づけば、矯正歯科

に通院しなくてもおうち矯正で予防ができるのです。親も子も気に

なる歯並びを放置して様子を見ていればますます悪化し、治療が複

雑になり、治療期間が長くなり、結果的に治療費用もかさみます。

そのためにはまず、正常の歯並びと問題のある歯並びの違いを

知って、見分けられるようになりましょう。

高額な矯正治療費を負担せずに子どもの歯

並びを整えられるおうち矯正の方法がある

ことをぜひ知っておいてください。
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 歯の抜けかわりはからだの成長を示すバロメーター
ここから先は専門的な話もあり、少しむずかしいかもしれません

が、できれば一通り読んでみてください。2章で詳しく説明します。

子どもは成長しますが、もちろん個人差があります。そこで、か

らだの成長を歯の生え方で捉えます。歯
し

牙
が

年
ね ん

齢
れ い

という考え方です。

乳歯が生えた乳歯列期は第一次成長期です。赤ちゃんは平均で生

後 8か月前後に下あご前歯の乳歯が生えてきます。乳歯が生えて

くるのが早い子どもは永久歯への生えかわりも早く、遅い子どもは

これ以降の生えかわりも遅くなります。母子健康手帳には乳歯の生

えた時期を記録しておく欄がありますので、忘れずに記載しておき

ましょう。あとから参考になります。

多くの方は「生後〇か月になったから歯が生えた」「〇歳で歯が

生えかわる」と考えがちですが、そうではありません。

乳歯が抜けるということは、子どもが成長し、骨の中で次に生え

る永久歯が育ち、生えかわる準備ができたということを意味します。

つまり、歯の生える時期は子どもの成長と個人差を測るのに最適な

バロメーターなのです。子どもは平均値どおりには成長しないこと

を知っておいてください。

 おうち矯正に最適なのは 3 〜 6 歳
平均でだいたい 3歳頃に乳歯の奥歯が生えて乳歯列が完成しま

す。歯磨きも少しずつ上手になってきますが、まだ大人の仕上げ磨

きが必要です。この頃から下あごの前歯が生えかわる 6歳くらい

子どもの歯の成長を
知っておきましょう
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までが、おうち矯正を始めるのに最適なタイミングです。むし歯だ

けでなく歯並びについても、お子さんの口の中を毎日チェックする

習慣があるということが重要なのです。

6歳前後になると下あごの前歯から乳歯が抜け始めて永久歯にか

わります。犬歯と奥歯はまだ乳臼歯です。同じころ第一大臼歯（6

歳臼歯）が生えてきます。乳歯と永久歯が混じり合っている混合歯

列前期になります。これは歯が生えかわっただけでなく、第一次成

長期が終わり、子どもの成長が安定期に入ったことを意味します。

この時期はおうち矯正のできる最後のチャンスです。おうち矯正

は子どもの成長する力を利用する方法であるため、どうしても時間

がかかるからです。少しでも早く始めて、子どもの成長が止まる前

に完了する必要があります。乳臼歯が抜ける前までに始めるのが理

想的です。

 第二次成長期になるとおうち矯正では治せません
10 歳頃からは側方歯群とよばれる乳犬歯・乳臼歯が永久歯に生

えかわり、混合歯列後期になります。犬歯が抜けたら子どものから

だが第二次成長期に入ったというサインです。第二次成長期になると

身長が伸び、大人のからだへと成長し、骨格性に変化します。精神的

にも自我が芽生え、大人側からみるといわゆる反抗期になります。

おうち矯正は子どもの成長を利用しておこなう方法

ですから、子どもがどの成長過程にあるのかを知る

ことが必要です。悪い歯並びを改善するのにかかる

期間から逆算して、乳歯列期、混合歯列前期の早い

時期に気がつき、開始することが必要です。
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第 1 章  一見きれいに並んだ乳歯は危険信号

この時期になると子どもは親に口の中を見せるのを嫌がるように

なり、口の中を観察するチャンスが減ります。12 歳頃になると最

後の永久歯が生えて大人の歯列が完成し、永久歯列期になります。

その後も女子は 14 歳頃、男子は 17 歳頃まで成長を続けます。

現在よく見られる子どもの悪い歯並びには次の傾向があります。

①乳歯に適切なすき間（発
はつ

育
いく

空
くう

隙
げき

）が足りないことによる乱ぐい歯

　（叢
そ う

生
せ い

→ 22頁）

②受け口（反
は ん

対
た い

咬
こう

合
ごう

→ 104 頁）

③下あごが後退して出っ歯に見えるかみ合わせ（→ 91頁）

とくに②と③は、顔立ちに大きく影響する悪い歯並びです。これ

らを見落とさないこととその改善が、おうち矯正を成功させる秘訣

です。　

乳歯の段階で正しい知識をもっていれば、おうち矯正で

早めに対策が可能です。

お
う
ち
矯
正

のポ
イン
ト


